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北西から望む校舎

校　長 (数) 船津　聡哉 ２年１組 (英) 中山　瑞樹 ３年１組 (理) 池田佳大郎

教　頭 (社) 早田　恵美 ２年２組 (理) 塚本由依子 ３年２組 (音) 鹿野美樹子

１年１組 (英) 木谷美智子 ２年３組 (数) 金子　千夏 ３年３組 (数) 在国寺晃平

１年２組 (国) 今村　綸斗 ２年４組 (体) 浦川　太秀 ｵﾚﾝｼﾞ学級担任 (体) 光安　新次

１年３組 (体) 藤上　健一 ｵﾚﾝｼﾞ学級担任 (国) 原　　裕子 ｵﾚﾝｼﾞ学級担任 (社) 新貝　博史

ｵﾚﾝｼﾞ学級担任 (国) 下川　優子 ｵﾚﾝｼﾞ学級担任 (体) 今熊　尚紀 主幹教諭・教務・３年副任 (社) 迫脇健一郎

１年副任 (社) 髙良　信児 ２年副任 (家) 國分　律子 ３年副任・進路 (技) 松島　光

１年副任 (数) 田中ゆかり ２年副任 (国) 篠原　有紀 ３年副任 (数) 三笘　良夫

１年副任 (美) 木村　友香 ２年副任 (社) 山内　壱城 ３年副任 (数) 仲野　公美

１年理科担当 (理) 徳永　淳子 養護教諭・２年副任 薦田　和子 ３年国語担当 (国) 野村　広義

研修担当 (数) 光安　浩一 ２年社会担当 (社) 石原　英次 ３年英語担当 (英) 今泉　水香

事　務 丸山　享代 特別支援教育支援員 森田　敦子 ３年英語担当 (英) 岡　ひとみ

司　書 松本　裕子 特別支援教育支援員 梶原　智惠 ３年保健体育担当 (体) 矢永　誠治

校　務 木下　繁 特別支援教育支援員 山本　類 特別支援教育支援員 平田　直樹

スクールカウンセラー 永田　奈々 スクールソーシャルワーカー 荒尾　信子 特別支援教育支援員 野瀬　佳子

ＡＬＴ

職名・担任　（教科）　氏　　名 職名・担任　（教科）　氏　　名 職名・担任　（教科）　氏　　名

マリア　トリキシア　ジョイス＝ポマー＝テール

小郡市立小郡市立

小郡中学校小郡中学校
小郡市立小郡市立

小郡中学校小郡中学校

住 所 〒８３８－０１３８

福岡県小郡市寺福童６６８番地

TEL ： ０９４２-７２-１１０３ （職員室）

TEL ： ０９４２-７２-１２０６ （教育相談室）

FAX ： ０９４２-７３-５８４７

E-mail ： ogori-j-kyoto@ogori-mii.ed.jp

校訓の石碑

学校の所在地

学校沿革の概要

同窓生一覧

学級数及び生徒数

本校区の概要
本校区は、小郡市の南西部にあり、校区のほぼ

中央部を南北に西鉄大牟田線、北部を東西に甘木
鉄道、国道５００号線、大分自動車道が走っている。
西鉄電車で福岡へ３０分、久留米へ１０分と交通至便
であるため、両市のベットタウンとして住宅開発が進
んでいる。

子どもの教育には、特に関心が強く、保護者会等
PTA活動に熱心であり、教育環境の整備にも労を惜
しまず協力的である。一小学校一中学校の校区でも
あるため、地域・保護者の連携は強い土地柄である。

令 和 ５ 年 度
学 校 要 覧

卒業生総数 ６２７７名

令
和
５
年
度
教
職
員
一
覧

令
和
５
年
度
の
学
校
行
事
予
定

昭和５６年創立 創立４３周年

回卒 卒業年度 男 女 合計 回卒 卒業年度 男 女 合計
1 昭５５年度 103 80 183 23 平１４年度 72 69 141
2 昭５６年度 75 78 153 24 平１５年度 61 83 144
3 昭５７年度 110 83 193 25 平１６年度 52 49 101
4 昭５８年度 105 89 194 26 平１７年度 77 52 129
5 昭５９年度 104 75 179 27 平１８年度 53 67 120
6 昭６０年度 93 91 184 28 平１９年度 64 70 134
7 昭６１年度 92 80 172 29 平２０年度 63 69 132
8 昭６２年度 104 100 204 30 平２１年度 60 64 124
9 昭６３年度 103 107 210 31 平２２年度 71 57 128

10 平 元年度 84 98 182 32 平２３年度 64 45 109
11 平　２年度 81 98 179 33 平２４年度 69 54 123
12 平　３年度 102 75 177 34 平２５年度 60 46 106
13 平　４年度 82 85 167 35 平２６年度 59 58 117
14 平　５年度 74 80 154 36 平２７年度 54 69 123
15 平　６年度 101 79 180 37 平２８年度 59 47 106
16 平　７年度 75 77 152 38 平２９年度 54 56 110
17 平　８年度 76 88 164 39 平３０年度 50 62 112
18 平　９年度 88 73 161 40 令 元年度 47 50 97
19 平１０年度 64 76 140 41 令　２年度 58 48 106
20 平１１年度 80 68 148 42 令　３年度 69 60 129
21 平１２年度 69 65 134 43 令　４年度 71 64 135
22 平１３年度 62 79 141

学年 男 女 計

1年 3 (2) 62 50 112

2年 4 (1) 68 56 124

3年 3 (2) 67 57 124

計 10 (5) 197 163 360

学級数（内数）（　）は特学

月 日 曜 行　　事　　等 月 日 曜 行　　事　　等

6 木 始業式　赴任式 2 月 ３年第１回到達度診断テスト
11 火 第４４回入学式 10 火 中間考査～１１日
12 水 対面式　部活動紹介 11 水 学年主張大会
13 木 学力分析テスト 10 14 土 市郡駅伝競争大会
18 火 ３年全国学力･学習状況調査 19 木 第４４回文化発表会
19 水 部活動編成 22 日 吹奏楽部オータムコンサート
21 金 授業参観・PTA総会 24 火 市郡合同文化発表会
25 火 生徒総会 27 金 地区駅伝競争大会　
26 水 家庭訪問・保護者面談～５／９日まで 1 水 ３年第２回到達度診断テスト
13 土 土曜日授業（ふるさとクリーン活動） 3 金 中体連地区新人大会（後期は１８日）

18 木 中間考査～１９日 5 日 おごおりっこからのメッセージ

1 木 ３年学習定着度診断テスト 6 月 ３年進路保護者会

3 土 中体連ブロック陸上大会 7 火 赤ちゃんふれあい体験（9・15日）

6 火 ２年職場体験学習 13 月 教育相談（～２０日）

6 火 ３年高校体験学習 16 木 生徒会立ち会い演説会

7 水 １年大刀洗フィールドワーク 21 火 期末考査～24日
17 土 中体連ブロック水泳大会 24 木 避難訓練
20 火 １・２年福岡県学力実態調査 25 土 PTA美化作業
21 水 期末考査～２３日 6 水 保護者面談（～１２日）

1 土 中体連ブロック大会～２日 16 土 PTA親からの挑戦

5 水 性教育講座（３年） 22 金 第２学期終業式

7 金 １学期末保護者会・進路保護者会 25 月 生徒会リーダー研／２６日・１月５日

15 土 中体連地区夏季大会～２４日 9 火 ３学期始業式
20 木 第１学期終業式 10 水 1・2年冬休み課題テスト　３年学力分析テスト

27 木 中体連県夏季大会～３１日 16 火 地区新人駅伝競走大会
31 月 福岡支部吹奏楽コンクール～１日 19 金 私立高校専願入試（未定）

4 金 出校日・平和学習・小中合同研修会 24 水 特色化選抜入試（～２５日）

7 月 生徒会リーダー研修会／１８日 31 水 筑後地区前期私立高校入試（未定）

8 9 水 ブロック新人水泳大会 31 水 ２年修学旅行　～２月２日まで
29 火 始業式・体育大会結団式 2 金 福岡地区前期私立高校入試（未定）

30 水 夏休み課題テスト 6 火 公立推薦入試～７日

6 水 体育大会予行練習 14 水 １年人権フォーラム・新入生説明会

10 日 第４４回体育大会 20 火 学年末考査～２２日
25 月 ３年私立高校説明会～２６日 5 火 県公立高校一般入試～６日
27 水 中体連地区新人陸上大会 8 金 第４４回卒業式
27 水 学級主張大会～２９日 15 金 県公立高校入試合格発表
30 土 中体連ブロック新人大会 22 金 修了式・離任式

令和５年度小郡中学校　主な学校行事

4

5

6

7

9

11

12

1

2

3



花いっぱい運動連続表彰

赤ちゃんふれあい体験

健康な体力、人間としての豊かさ・たくましさを培う部活動

【小郡中学校の部活動】
野球 ソフトボール サッカー ソフトテニス(男女）
卓球(男女) バレーボール バスケットボール(男女）
剣道 吹奏楽 美術 家庭 陸上 駅伝 合唱

生徒会

生徒総会 生徒会リーダー研修会

小中合同地区懇談会

体育大会 文化発表会

特色ある教育活動
○学校行事
○総合的な学習の時間
○授業 ○環境 等

道徳の時間の充実

出前授業

校内研究

めざす学校像 力のある学校、Well-being（ウェルビーイング）な学校

①【チームワーク】気持ちのそろった教職員集団
②【共通のビジョン】戦略的で柔軟な学校運営
③【仲間づくり】豊かなつながりを生み出す生徒指導
④【授業づくり】すべての子どもの学びを支える学習指導
⑤【地域との連携】ともに育つ地域・校種間連携
⑥【生活・学習習慣（家庭との連携）】双方向的な家庭とのかかわり
⑦【快適な教室（雰囲気）】安心して学べる学校環境
⑧【特色ある学校】前向きで活動的な学校文化

めざす教師像 信頼される教師

○公教育に携わる者としての使命感をもち、常に自己研鑽を積み、
専門職としての確かな資質や能力を高め、他から信頼される教師

○協業・協働を重んじ、進んで研究・研修し互いに研鑽し合える教師
○生徒の可能性を信じ、自ら自己改革を求めながら生徒とともに伸びる教師
○生徒とともに苦しみや喜びを共有できる豊かな感性をもち、心身ともに健康

で明朗な教師
○被差別側のいたみを共有し、人権問題の課題解決に向けて実践する教師
○危機管理意識をもち、全職員で共通理解・共通実践をすすめる教師

【研究主題】
見通しをもって、主体的に学ぶ生徒の育成

～学習を振り返り、見通すためのスタディ・ログの活用を通して～

見通しをもって、主体的に学ぶ生徒の育成

○自分のやるべきことをつかみ、自分から進んで取り組もうとしている。
○自分の課題に対して、解決方法を考え、工夫しながら活動している。
○自分の考えや思いを積極的に伝えようとしている。
○試行錯誤を繰り返し、自分の力で解決しようとしている。
○自分の経験を土台にして、次の活動への意欲を高めている。

学力向上を目指す
ICTを活用した授業づくり

大刀洗フィールドワーク

修学旅行

ふるさとクリーン活動 学校運営協議会

学校教育目標

本年度の重点目標

自分で考えて、判断し、責任をもって行動できる生徒〈考動〉〈協働〉
〈生徒エージェンシーの獲得〉 ・学び続ける力の獲得

・自分ごと化して、新たな課題に対応できる力の獲得
・協働的に課題を解決できる力の獲得

・課題意識の重視と学びの
意義・価値の実感

・書く活動の重視、ICTの効果
的な活用、非認知能力の育成

・低位層個々の生徒の「伸び」
や「定着状況」の重視

不登校の予防と解消、
丁寧な生徒支援と生徒理解

・部落差別の現実に深く学び、
心に響く人権学習の創造

・教室環境づくり、効果ある
集団づくりの実践

〈凡事徹底〉基本的生活習慣が
身についた生徒の育成

・「共学協働」「地域貢献」の視点
に立った取組の推進

・家庭・地域への発信・啓発、
学校運営協議会の充実

保護者・地域から
信頼される学校づくり
〈連携して子どもを育てる

環境づくり〉

豊かな心と健やかな
体の育成
〈自分や他者を大切に
する心豊かな集団づくり〉

確かな学力の向上
〈生徒の見取りを重視し、

学び続ける力を
高める授業づくり〉

具体的取組

【家庭の役割】
「生活力」の向上をめざした家庭力

〈小郡中ＰＴＡ〉

【学校の役割】
「生徒エージェンシー」獲得をめざした学校力

〈小郡中学校運営協議会〉

【地域の役割】
「社会力」の向上をめざした地域力
〈区長会、「まちづくり」協議会・委員会〉

三者（学校・家庭・地域）が一体となって子どもを育てる学校経営の推進

夢と志をもって主体的に学び 心豊かにたくましく生きる生徒の育成


